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近
年
、
地
震
や
大
雨
、
台
風
等
の
大
規
模
な
自
然
災
害
に
よ
り
、
全
国
各
地
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
大
阪
府

に
お
い
て
も
、
昨
年
の
大
阪
北
部
地
震
と
台
風
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
事
業
所
が
あ
り
、
日
々
の
支
援
に
加
え
て
、
復
旧
作
業

に
追
わ
れ
た
と
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。
改
め
て
、
身
近
に
災
害
の
リ
ス
ク
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
防
災
対
策
を
講
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
自
然
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
日
々
の
支
援
が
中
断
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
利
用
者
の
生
活
を
支
え
て

い
く
た
め
に
、「
災
害
時
に
備
え
て
ど
の
よ
う
な
対
策
が
必
要
な
の
か
？
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
各
事
業
所
の
災
害
対
策
の
お

役
に
立
て
た
ら
と
思
い
、
大
阪
知
的
障
害
者
福
祉
協
会
に
加
盟
さ
れ
て
い
る
会
員
施
設
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
41
施
設
よ
り
回
答
を
い
た
だ
き
、
そ
の
結
果
を
左
記
の
通
り
に
ま
と
め
ま
し
た
。

1

社会福祉施設における災害対策の現状と課題
～アンケート結果から感じたこと～……………………………1

第 38 回スポーツフェスタ 2019 大阪
天気の子！＆ボウリング新会場！………………………………4

発行日／令和元（2019）年 12 月 発行／一般社団法人 大阪知的障害者福祉協会 発行責任者／松上利男 編集／松嶋桂子
〒 542-0012 大阪市中央区谷町7丁目 4 番 15 号 大阪府社会福祉会館内
TEL 06-6763-3785 FAX 06-6763-3759 E-mail osaka-chifukukyo@giga.ocn.ne.jp

一般社団法人大阪知的障害者福祉協会機関紙 Vol.155

秋・冬号
2019

"try""angle" に「挑戦する視点」の意味を込め、3 つの頂点に「当事者・
家族・支援員」「施設・行政・地域」「過去・今・未来」などの多様な視
点を重ねて、点から線、線から面に広げる支援への思いを込めています。

●ちょっとつぶやきリレー●

社会福祉法人向陽学園 施設心理士 山下珠穂…………………4

社
会
福
祉
施
設
に
お
け
る
災
害
対
策
の

現
状
と
課
題 

～
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
感
じ
た
こ
と
～

TRY ANGLEトライアングル

①
通
信
・
情
報

 
電
話
の
回
線
が
パ
ン
ク
し
て
い
て
、
利
用
者
の
方
や
家
族
、
職

員
、
関
係
機
関
す
べ
て
連
絡
が
つ
か
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

 
正
確
な
情
報
が
入
っ
て
こ
な
い
。
ま
た
入
っ
て
き
て
も
共
有
し

づ
ら
い
。

 
連
絡
が
取
れ
な
か
っ
た
の
で
、
自
治
体
の
援
助
要
請
が
で
き
な

か
っ
た
。

Ⅰ．災害時（地震・台風）
において困ったことは何で
したか？  （数字は％、以下同）

 
職
場
実
習
を
開
始
す
る
利
用
者
と
駅
で
待
ち
合
わ
せ
を
し
て

い
た
が
連
絡
が
と
れ
ず
、
職
場
に
近
い
職
員
が
子
ど
も
を
抱
え

な
が
ら
奔
走
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

②
備
蓄
品
（
食
料
・
衣
類
な
ど
）

 
食
料
と
飲
料
水
の
備
蓄
は
あ
っ
た
が
、
厨
房
用
の
水
と
お
風
呂

の
水
が
不
足
し
た
。

 
停
電
に
よ
り
冷
凍
庫
内
の
ク
リ
ッ
ク
フ
リ
ー
ズ
給
食
が
全
食

廃
棄
と
な
っ
た
（
１
２
２
食
）。

③
設
備
・
建
物

 
外
壁
と
パ
テ
、
室
内
の
壁
紙
な
ど
に
ひ
び
が
入
っ
た
。

 
暴
風
に
よ
り
２
階
テ
ラ
ス
物
置
が
飛
ば
さ
れ
、
施
設
の
窓
ガ
ラ

ス
を
突
き
破
っ
た
。

 
ガ
ス
復
旧
の
際
に
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見
な
が
ら
復
旧
作
業
を

行
っ
た
が
、
施
設
設
備
に
詳
し
い
職
員
が
少
な
く
、
ス
ム
ー
ズ

に
復
旧
作
業
を
行
え
な
か
っ
た
。

 
電
気
錠
が
開
錠
の
ま
ま
停
電
に
な
っ
た
た
め
、
不
審
者
の
侵
入

防
止
や
入
居
者
の
方
の
出
入
り
が
自
由
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

各
フ
ロ
ア
１
名
の
職
員
が
ド
ア
に
つ
き
っ
き
り
に
な
っ
た
。

①通信・情報
        25

②
備
蓄
品
（
食
料・

衣
類
な
ど
）
2

③設備・建物 43

④地域連携・
防災意識 7

⑤その他
    23
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①
通
信
・
情
報

 
家
族
の
協
力
を
得
て
、
災
害
伝
言
サ
ー
ビ
ス
の
練
習
を
行
っ

た
。

 
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
会
社
と
災
害
時
で
の
メ
ー
ル
で
の
連
絡
が

可
能
な
契
約
を
行
っ
た
為
、
職
員
と
の
連
絡
が
つ
き
や
す
く

な
っ
た
。

 
利
用
者
の
中
に
は
、
テ
レ
ビ
等
か
ら
情
報
を
得
る
習
慣
が
な

い
方
も
お
ら
れ
る
の
で
、
台
風
な
ど
あ
る
程
度
予
測
さ
れ
る

場
合
は
、
繰
り
返
し
情
報
提
供
し
た
こ
と
。

 
発
電
機
を
使
用
し
て
、
通
信
手
段
を
確
保
し
た
。

②
備
蓄
品
（
食
料
・
衣
類
な
ど
）

 
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
や
ア
ル
フ
ァ
米
、
缶
詰
や
ア
レ
ル
ギ
ー

用
の
食
品
を
備
蓄
し
て
い
た
の
で
、
給
食
を
担
う
職
員
が
出

勤
出
来
な
か
っ
た
時
に
、
現
場
の
職
員
で
対
応
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

 
調
理
の
手
間
を
考
え
て
、
す
ぐ
に
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
缶

入
り
パ
ン
を
購
入
。
普
段
か
ら
熱
中
症
対
策
な
ど
で
お
茶
や

水
の
備
蓄
は
し
て
い
た
の
で
、
軽
食
の
備
蓄
が
で
き
た
こ
と

で
、
通
所
後
に
災
害
が
起
き
て
帰
宅
す
る
の
が
遅
く
な
っ
て

も
、
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
う
。

 
調
理
が
で
き
な
い
中
、
お
菓
子
（
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
、
カ
ロ

リ
ー
メ
イ
ト
、
ゼ
リ
ー
な
ど
）
を
朝
食
に
活
用
で
き
た
。

 
災
害
時
の
緊
急
措
置
を
法
人
全
体
で
定
め
て
、
市
に
届
け
出

を
済
ま
せ
て
い
る
。
ま
た
行
政
と
の
連
携
体
制
と
し
て
、
備

蓄
品
を
想
定
し
て
、
事
前
に
市
と
協
議
を
済
ま
せ
て
い
る
。

 
介
護
用
品
の
備
蓄
。

 
炊
き
出
し
器
具
、
自
家
発
電
機
を
用
意
し
て
い
た
。
器
具
を

動
か
せ
る
よ
う
に
、
日
々
行
っ
て
い
る
訓
練
。

 
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
・
ガ
ス
ボ
ン
ベ
・
ソ
ー
ラ
ー
電
灯
・
Ｌ
Ｅ

Ｄ
・
ラ
ン
タ
ン
及
び
懐
中
電
灯
な
ど
の
照
明
設
備
を
用
意
し

て
い
た
こ
と
。

 
携
帯
電
話
の
ポ
ー
タ
プ
ル
充
電
器
を
用
意
し
た
。

③
設
備
・
建
物

 
破
損
箇
所
な
ど
の
修
繕
に
必
要
な
道
具
や
材
料
を
準
備
し

て
い
た
こ
と
。

 
台
風
21
号
で
飛
ん
だ
カ
ー
ポ
ー
ト
の
屋
根
を
補
強
し
、
飛
ぶ

こ
と
が
無
く
な
っ
た
。

 
園
内
の
外
部
設
置
備
品
を
室
内
へ
移
動
し
、
保
管
す
る
こ
と

で
散
乱
と
ガ
ラ
ス
の
破
損
が
防
げ
た
。

④
地
域
連
携
・
防
災
意
識

 
法
人
内
で
、
避
難
訓
練
を
実
施
。
消
防
署
員
の
防
災
講
話
に

よ
る
知
識
が
役
に
立
っ
た
。

 
職
員
連
絡
網
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況

に
応
じ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
し
て
い
る
。

 
利
用
者
の
自
宅
を
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
確
認
し
、
備
え
を
し

て
い
た
こ
と
。

⑤
そ
の
他

 
災
害
時
、
登
校
日
で
あ
っ
た
の
で
、
停
電
が
続
く
施
設
か
ら
、

環
境
の
良
い
学
校
に
登
校
で
き
た
こ
と
は
良
か
っ
た
。

 
損
害
保
険
に
加
入
し
て
い
る
。

2

Ⅱ．災害が起きた時、また
は想定して準備しておいて
よかったことは何ですか？

 
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
停
止
し
て
し
ま
い
、
２
階
、
３
階
へ
食
事

（
温
冷
蔵
庫
）
を
移
動
で
き
な
く
な
り
、
職
員
が
階
段
を
使

用
し
て
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
。

 
建
物
が
古
く
、
台
風
19
号
の
影
響
で
屋
根
の
排
水
溝
が
葉
や

枝
で
詰
ま
り
、
雨
漏
り
が
発
生
し
た
た
め
、
強
度
行
動
障
が

い
の
利
用
者
が
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
た
。

 
貯
水
槽
の
配
管
が
破
損
し
、
水
道
水
が
使
用
で
き
ず
に
断
水

と
な
っ
た
。

 
水
の
確
保
が
容
易
で
は
無
か
っ
た
為
、十
分
な
清
掃
（
特
に
）

が
大
変
で
あ
っ
た
。

 
停
電
で
水
道
の
ポ
ン
プ
が
動
か
な
く
な
り
、
水
道
が
使
用
で

き
な
く
な
っ
た
。
直
結
の
水
道
を
探
し
出
し
て
水
は
確
保
で

き
た
が
、
ほ
ぼ
丸
一
日
停
電
し
て
い
た
の
で
、
ト
イ
レ
の
衛

生
面
を
保
つ
こ
と
に
か
な
り
苦
労
し
た
。

 
停
電
の
為
、
当
日
の
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
を
変
更
し
て
カ
セ
ッ

ト
コ
ン
ロ
で
調
理
し
た
。

 
気
温
が
30
℃
を
越
え
る
日
が
続
い
て
い
る
中
、
停
電
で
エ
ア

コ
ン
が
使
用
で
き
ず
、
利
用
者
の
体
調
面
が
心
配
だ
っ
た
。

④
地
域
連
携
・
防
災
意
識

 
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
を
作
成
し
て
い
な
か
っ
た
。

 
被
害
時
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
復
旧
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
な

か
っ
た
。

⑤
そ
の
他

 
公
共
交
通
機
関
が
運
休
と
な
り
、
出
勤
ま
た
は
退
勤
で
き
な

い
職
員
が
た
く
さ
ん
い
た
。
木
や
建
物
が
倒
れ
道
路
も
通
れ

な
か
っ
た
。

 
納
品
業
者
（
受
注
作
業
）
の
調
整
が
必
要
で
あ
っ
た
。

 
事
業
所
を
休
み
と
し
た
の
で
、
報
酬
の
請
求
が
で
き
な
い
の

で
収
入
減
と
な
っ
た
。

①
通
信
・
情
報 

5
②備蓄品（食料・

衣類など）
        50

③設備・
建物

    10

④地域連携・
防災意識

       28

⑤
そ
の
他 

7



トライアングル Vol.155 2019 秋・冬号3

①
通
信
・
情
報

 
携
帯
電
話
が
繋
が
り
に
く
い
状
況
で
の
連
絡
手
段
の
確
保
。

 
情
報
の
確
認
体
制
（
被
害
状
況
や
利
用
者
・
職
員
の
安
否
確

認
）。

 
通
信
網
遮
断
（
固
定
電
話
・
パ
ソ
コ
ン
等
）
を
想
定
し
、
職

員
間
・
家
族
間
で
の
携
帯
ア
プ
リ
（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
）
の
活
用
。

 
安
否
確
認
シ
ス
テ
ム
の
導
入
（
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
会
社
等
の
有

料
サ
ー
ビ
ス
）。

 
最
近
は
計
画
運
休
が
多
い
の
で
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
情
報
収
集
に
努
め
る
。

②
備
蓄
品
（
食
料
・
衣
類
な
ど
）

 
生
活
備
品
の
充
実
（
食
料
・
照
明
器
具
・
水
・
乾
電
池
な
ど

の
確
保
）。

 
災
害
備
品
の
定
期
的
な
点
検
（
不
足
・
破
損
・
劣
化
の
有
無
）。

③
設
備
・
建
物

 
非
常
用
自
家
発
電
機
装
置
や
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
設
置
。

 
窓
ガ
ラ
ス
に
、
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
シ
ー
ト
や
養
生
テ
ー
プ
の

貼
り
付
け
。

 
居
室
の
耐
震
対
策
（
家
具
等
）。

Ⅲ．今後の災害に備えてお
くことは何だと考えていま
すか？

今回のアンケート結果を通して、いくつか見えてくるもの

がありました。１つ目は非常食や備蓄品など防災備品の整備

や避難訓練を実施している施設が多く、“自助”の防災意識

が高くなっている点でした。

２つ目は、“共助・公助”における地域連携や行政との関

係性、各市区町村が打ち出しているハザードマップの活用、

災害時の連絡体制など、実際の災害想定に見合った準備が課

題として求められる点でした。

３つ目は、停電や断水などのライフラインの断絶、利用者

や職員との連絡が取れず、ライフラインの復旧と通信手段の

確保について対応に追われた事業所が多かった点でした。

アンケートをまとめることで、各事業所における防災対策

と課題について知ることができましたが、10 月に起きた台

風 19 号の影響で、被災された事業所では、「救援ルートが

遮断され、避難することができなかった」「他事業所に利用

者の受け入れを要請した」という事例を耳にしました。防災

対策を講じていても、被害の規模によっては計画通りに進ま

ない事態になりかねないことも想定し、事前に行政の協力を

得ながら、他事業所と連携して、地域全体で支え合うシステ

ム作りの必要性を感じました。

最後になりますが、今号の特集記事が、未曽有の災害に対

して備えを考えておく重要性を、改めて考える機会となれば

幸いです。ご協力ありがとうございました。

（広報委員 水津由依、高原良太、吉岡裕幸、吉村周一）

④
地
域
連
携
・
防
災
意
識

 
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
の
策
定
。

 
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
避
難
場
所
（
経
路
）
の
確
認
。

 
登
園
途
中
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
時
の
避
難
体
制
。

 
地
域
と
の
連
携
（
普
段
か
ら
地
域
の
避
難
訓
練
に
参
加
し
た

り
、
障
が
い
の
あ
る
方
を
理
解
し
て
も
ら
え
る
啓
発
活
動
）。

 
施
設
の
利
用
者
だ
け
で
は
な
く
、
近
隣
の
被
災
者
の
受
け
入

れ
と
い
う
視
点
が
必
要
。

 
福
祉
避
難
所
と
し
て
災
害
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
。

 
地
域
の
福
祉
避
難
所
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
対
応
で
き

る
か
不
安
。

 
防
災
士
な
ど
の
専
門
家
に
よ
る
施
設
内
研
修
。

 
一
事
業
所
や
同
一
法
人
の
連
携
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
連

携
を
日
常
的
に
大
切
に
す
る
こ
と
。

 
法
人
を
越
え
た
、
支
援
員
の
応
援
体
制
の
確
保
や
職
員
連
携

を
統
括
す
る
機
関
の
設
置
。

 
自
治
体
へ
の
緊
急
窓
口
、
支
援
の
要
請
基
準
と
方
法
。

⑤
そ
の
他

 
震
度
●
以
上
の
地
震
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
日
中
活
動
は
中

止
し
ま
す
等
の
ル
ー
ル
化
。

 
被
災
後
の
清
潔
な
住
環
境
の
確
保
（
消
毒
等
）。

 
被
災
後
の
体
調
不
良
者
へ
の
医
療
的
ケ
ア
対
策
。

①通信・情報
        26

④地域連携・
防災意識

       25

⑤その他
     21

②備蓄品（食料・
衣類など）

       16

          

12

③
設
備
・
建
物
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今号は、災害時に必要な対策について、アンケートをもとに特集を組みました。記事が皆様のお役に立つことを願っています。今後は、他の事
業所との連携の視点をもった災害への対策を検討しておくことがますます重要になってくると考えます。（広報委員長 松嶋桂子）編集後記

社
会
福
祉
法
人
向
陽
学
園

施
設
心
理
士

山
下 

珠し

穂ほ

ち
ょ
っ
と

リ
レ
ー

私
は
向
陽
学
園
に
入
職
し

て
８
年
目
に
な
る
、
施
設
心

理
士
で
す
。
私
が
向
陽
学
園
に
来
た
時
に
は
、
障

害
児
入
所
施
設
の
心
理
士
は
ま
だ
前
例
が
な
く
、

一
か
ら
枠
組
み
づ
く
り
、
他
職
種
の
職
員
に
受
け

入
れ
て
も
ら
う
た
め
の
体
制
づ
く
り
に
苦
慮
し
た

こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
、
障

害
児
入
所
施
設
に
も
昨
今
の
情
勢
に
よ
り
被
虐
待

に
よ
る
措
置
児
童
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
知
的
障

害
だ
け
で
な
く
虐
待
関
連
に
よ
る
発
達
障
害
、
愛

着
障
害
に
も
目
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
施

設
心
理
士
も
多
岐
に
わ
た
る
対
応
を
迫
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
家
庭
に
お
い
て
情
緒

面
を
適
切
に
扱
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち

は
、
行
動
上
に
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
も
少
な

く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
に
他
職

種
の
職
員
や
児
童
相
談
所
、
学
校
、
医
療
等
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
個
別
の
心
理
療
法
、
療
育
、

ト
ラ
ウ
マ
ケ
ア
、
心
理
教
育
（
性
に
つ
い
て
や
生

い
立
ち
の
整
理
）
な
ど
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
特
に
心
理
療
法
に
お
い
て
は
、
守
ら
れ
た
空

間
の
中
で
、
心
理
士
と
の
１
対
１
の
関
係
に
よ
っ

て
子
ど
も
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、
子
ど
も
の
語

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
傾

聴
す
る
こ
と
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。

次回は
「まつのき園」の
中川 友紀さんに
お願いします

つ
ぶ
や
き

第
38
回
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９
大
阪

天
気
の
神
様
！
＆
ボ
ウ
リ
ン
グ
新
会
場
！

10
月
19
日
（
土
）、
陸
上
や
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
競
技
の
会
場
で
あ
る
ヤ
ン
マ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
長

居
へ
取
材
に
伺
い
ま
し
た
。

こ
こ
数
年
、
会
場
へ
は
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
の
選
手
引
率
や

取
材
で
訪
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
の
天
気
予
報
は
雨
模
様
…
。

当
日
は
ど
う
な
る
か
と
て
も
心
配
で
し
た
。

し
か
し
、
朝
を
迎
え
る
と
雲
一
つ
な
い
晴
天
で
し
た
。
選
手

は
こ
の
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
方
が
多
い
の
で
、
ベ
ス
ト
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
臨
め
る
こ
と
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
応
援
に

来
る
方
も
多
く
、
応
援
す
る
方
た
ち
も
こ
の
日
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

支
援
学
校
や
、
個
人
参
加
の
選
手
に
は
、
子
ど
も
の
活
躍
す

る
姿
を
楽
し
み
に
見
に
来
ら
れ
た
保
護
者
の
方
た
ち
か
ら
の
熱

い
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

毎
年
、
最
後
の
４
×
１
０
０
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
で
は
、
会
場

が
一
体
と
な
っ
て
応
援
す
る
様
子
が
印
象
的
で
す
。
一
方
、
表

彰
台
で
は
、
選
手
の
嬉
し
そ
う
な
表
情
、
恥
ず
か
し
そ
う
な
表

情
、
片
や
悔
し
そ
う
な
表
情
に
、
今
年
も
目
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
が
終
わ
る
と
、
競
技
中
と
は
一
転
し
て
、
雨
が
本
降
り

と
な
り
ま
し
た
。
ま
さ
に
、
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
に
関
わ
る
全

て
の
人
の
願
い
が
届
い
た
、
素
晴
ら
し
い
一
日
で
し
た
。
天
気

の
神
様
！ 

来
年
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
!!

20
日
（
日
）
に
行
わ
れ
た
ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技
で
は
、
昨
年
ま

で
の
会
場
が
変
更
に
な
り
、
新
大
阪
イ
ー
グ
ル
ボ
ウ
ル
か
ら
弁

天
町
グ
ラ
ン
ド
ボ
ウ
ル
に
変
わ
り
ま
し
た
。

昨
年
ま
で
は
競
技
フ
ロ
ア
が
分
か
れ
て
お
り
、
団
体
で
参
加

す
る
引
率
の
職
員
は
、
選
手
を
応
援
す
る
の
が
難
し
か
っ
た
の

で
す
が
、
今
年
は
１
フ
ロ
ア
で
、
全
選
手
を
見
渡
す
こ
と
の
出

来
る
広
さ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

選
手
も
満
面
の
笑
み
で
プ
レ
イ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
引

率
の
職
員
に
は
と
て
も
良
か
っ
た
と
高
評
価
で
し
た
。

会
場
は
、
ピ
ン
を
倒
す
音
の
迫
力
が
よ
り
一
層
増
し
、
応
援

者
も
含
め
、
全
体
が
一
つ
と
な
れ
て
良
か
っ
た
で
す
。

（
広
報
委
員

髙
原
良
太
）


